	京都市歴史的建築物の保存及び活用に関する条例　事前相談書　　令和　　年　　月　　日

	相談者
	住所
氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℡

	土地建物所有者
	住所
氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℡

	敷地
	地名地番
	京都市　　　　区

	
	用途地域
	
	防火地域
	□防火　□準防火　□指定なし（22条区域）

	建　築　物　の　概　要
	建築年代
	明治・大正・昭和（　　）年頃
	建物種別
	町家・寺社・その他（　　　　）

	
	規模/構造
	地上　　　階　/　　　　　　造
	現在の用途
	住居・店舗・その他（　　　　）

	
	特徴や歴史
	外観、内部意匠の特徴、所有者や使われ方の変遷等：
　

	
	指定等の有無
	建物指定（文化財・景観）等：　　無 ・ 有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	計画の概要
	工事種別
	　□増築　□用途変更（用途：　　　　　　　）　□その他（　　　　　　　　）

	
	具体の計画
	

	
	建築物の
保存箇所
	□外観（屋根、外壁、木製建具、通り景観）、□内部意匠（具体的に：　　　　　　　　　　　　）
□間取り、□蔵、□塀、□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

	法に適合しない項目
	□構造耐力（法２０条）、　□内装制限（法３５条）、　□排煙設備（法３５条）

□接道（法４３条）　□道路内の建築制限（法４４条）、　□用途規制（法４８条）
□開口部の防火設備（法６１条）、　□軒裏の防火構造、（法６１条）
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	想定する代替措置（※）
	地震に対する安全性：□構造部材の健全化（劣化・損傷部材の補修等）
□耐震性能の確保（土壁パネルの増設、屋根葺土撤去等の耐震改修）
火災に対する安全性：□電気配線の改修、□漏電ブレーカーの設置、□階段手摺の設置　

□自動火災報知設備の設置、□消火器の設置、□非常用照明の設置　
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


（※）法適合できない項目に対し、同等の安全性の確保が必要となります。代表的なもののみ記載しています。
次の書類を添付してください。

a.付近見取図（住宅地図等）

b.保存活用を希望する建築物の写真（外観，内部）

c.図面（配置図， 平面図，立面図，屋根伏図等）

d.建築年代の根拠となる資料 （古写真・建築図面・既往の調査資料等）（ある方のみ）
